
 

 

（別添 2） 
新日中友好２１世紀委員会最終報告書（提言骨子：戦略的互恵関係の強化） 

 

１．交流と対話の強化 

●ハイレベル交流の継続、強化 

●各分野、各レベルの交流の強化 

 

２．両国関係の大局を維持するための協力 

●日中間の政治文書の原則の遵守 

●歴史共同研究の継続・拡大 

 

３．文化、学術交流促進、国民感情の改善 

●国民交流、特に青少年交流の増進（例：公費留学生枠の拡大） 

●スポーツ、映画、音楽、美術等の交流活動の促進 

●文化センター等の情報発信拠点の整備・強化 

●トラック２レベルの各種交流の強化（新日中友好21世紀委員会の継続

等） 

●メディア交流の促進 

●往来に関する協力強化（羽田・北京間のチャーター便、ビザ制限緩和等） 

●双方の言語の学習促進のための制度拡充（教師交流の拡充、ラジオ講座

等） 

●歴史文化遺産、遺跡保護 

 

４．互恵協力の強化、共通利益の拡大 

●省エネルギー、環境保護の分野における協力強化（環境読本の共同作成

等） 

●東シナ海を平和、協力、友好の海とするための協力強化 

●日中ハイレベル経済対話の枠組みの活用 

●包括的経済連携協定の可能性の検討開始 

 

５．グローバルな課題への取り組み 

●気候変動、テロリズム、環境保護等の課題の解決への協力 

●マクロ経済金融政策における協調 


